
エ
ズ

ラ

・
パ

ウ

ン
ド

と

ア
ー

ノ

ル
ド

・
ド

ル

メ

ッ
チ

ー

詩
と
音
楽
に
関
す
る

一
例

三
宅
昭
良

1
.

パ

ウ

ン
ド

の
音

楽

ア
ー

ノ

ル
ド

・
ド

ル
メ

ッ
チ

を
知

っ
て

い
る

だ

ろ
う

か
。
戦

後

の
欧

米

に

お
け

る
古

楽

ブ

ー

ム
が

ず

い
ぶ
ん

前

に
日

本

に
も

と

ど

き

、
最

近

で

は
、
た

と

え

ぼ
寺

西
肇

の

『
古

楽

再

入
門

』
に
も

簡

単

な

紹

介

が

あ

る

の

で
、

い
く

ぶ
ん

知

ら

れ

た

存

在

だ

ろ

う

と

推

測

す

る
。
筆
者

は

、

エ
ズ

ラ

・
パ

ウ

ン
ド

が

ロ

ン
ド

ン
時

代

に
親

し
く

交

流

し
た

と

い
う

こ
と

で
、

こ

の
名

前

に
接

し

て

い
た

。
だ

か
詳

し

い

こ
と

は

最

近

ま

で
知

ら

な

か

っ
た

。
パ
ウ

ン
ド

研

究

に

お

い
て
音

楽

は

比

較

的

マ
イ

ナ

ー

な
分

野

で
あ

り

、

あ

ま

り

関

心

を

も

た

な

か

っ
た

か

ら

で
あ

る
。
し
か

し

今

年

に
入

っ
て
、
こ

の
方

面

に
手

を
伸

ば

し

て

み

る

と
、

時

間

を

か

け

て
取

り
組

む

に

値

す

る

テ

ー

マ
で

あ

る

こ
と

が

分

か

っ
た
。

以

下

の
小

文

は

そ

の
手

始

め

と

し

て

、

パ

ゥ

ン
ド

が

ド

ル
メ

ッ
チ

か

ら

得

た

果

実

に

関

し

て
論

ず

る

試

み

で
あ

る
。

は

じ

め

に
、
パ

ウ

ン
ド

と
音

楽

に

つ

い
て
大

ま

か
な

チ

ャ
ー

ト

を

示

し

て
お

こ
う

。
未

来

の
詩

人

は

一
九

〇

八

年

に

ア

メ

リ

ヵ

か

ら
ヴ

ェ

ニ
ス
を

経

由

し

て

ロ

ン
ド

ン
に
渡

る

が
(1
)
、
す

で

に

ア

メ
リ

カ
時

代

に
彼

は

ピ

ア

ニ
ス
ト

の
キ

ャ
サ

リ

ン

・
ラ

ス

・
ヘ
イ

マ
ン

と
恋

に
落

ち

て

い
た

。
出

会

っ
た

の
は

一
九

〇

四
年

ご

ろ

と

さ

れ

る

か
ら

、
詩

人

は

一
九

歳

、
彼

女

は

二
七
歳

で
あ

っ
た
。
未

成

年

の

パ
ウ

ン
ド

は

八

歳

年

長

の
彼

女

か

ら

圧

倒

的

な
影

響

を
受

け

、

ス
ウ

ェ
デ

ン
ボ

リ

な

ど

オ

カ

ル

ト
関

係

の
書

物

を

大

い

に
読

ま

さ

れ

た
。
と

同
時

に
、
彼

は

ス
ク

リ

ャ

ー

ビ

ン
を

得

意

と

す

る
彼

女

か

ら

音

楽

に
関

し

て
幾
多

の
啓

発

を

受

け

た

と
想

像

さ
れ

る
。
ま

た
、
彼

女

の
著

作

『
超

現

代

音

楽

と

古

代

音

楽

の

関
係
』
(
一
九
一=

)
に
は
、
後
年

の
詩
人
の
音
楽
に
関
す
る
発
言
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
記
述

が

あ

ち

こ
ち

に

見

ら

れ

る
(2
)
。

シ

ェ
ー

フ

ァ
ー

は

パ

ウ

ン
ド

の
影
響

だ

と

い
う
鳶

郎
ミ

も

い
)
。

パ

ウ

ン
ド

と
交

流

の
あ

っ
た
重

要

な
他

の
音

楽

家

を

あ
げ

て

お

く

と
、
ヴ

ァ

ル
タ

ー

・

モ
ー

セ

・
ル

ン
メ

ル
、

ジ

ョ
ー

ジ

・
ア

ン
タ

イ

ル
、

オ

ル
ガ

・
ラ

ッ
ジ

、

ゲ

ア

ハ

ル
ト

・

ミ

ユ

ン
ヒ
が

い
る
。

ル

ン
メ

ル

は
ド

ビ

ユ
ッ

シ
ー

と

親

し

い
ド

イ

ツ

の

ピ

ア

ニ

ス
ト

で

作

曲

家

で
あ

る
。

詩

人

は

一
九

〇

八
年

ご

ろ

に

ヘ
イ

マ

ン
を

介

し

て
知

り

合

う

と
意

気

投

合

し

親

し
く

交

わ

り
、

一
九

一
二
年

に

は

共

同

し

て

ト

ゥ

ル
バ

ド

ー

ル
詩

に
英

語

の

翻

訳

と

原

曲

を

付

し

た

『
昨

日

の
薔

薇

』

を
出

版

し

て

い
る
。

ア

ン
タ

イ

ル
は

大

変

前

衛

的

な

《
バ

レ

エ

・
メ

カ

ニ
ッ
ク
》

の
作

曲

で
知

ら

れ

る

ア
メ

リ

カ
出

身

の
作

曲

家

で
あ

る

。
パ

ウ

ン
ド

は

一
九

二
一二
年

に

パ

リ

で
知

り

合

う

と
、
彼

に

関

す

る
論

文

を

い
く

つ
か

発

表

し

、
二

四
年

に

は

『
ア

ン
タ

イ

ル
と

ハ
ー

モ

ニ
ー
論

』
を

発

表

す

る
。
詩

人

は

ス
ラ
ヴ

ィ

ン

ス
キ

ー

に
ま

さ

る
作

曲
家

だ

と
激

嘗
ハす

る

が
、
彼

の
尖

っ
た
部

分

が

磨

滅

す

る

に

つ
れ

て
疎

遠

に
な

る
。

オ

ル
ガ

・
ラ

ッ
ジ

は

当

時

新

進

気

鋭

の
ヴ

ァ
イ

オ

リ

ニ
ス
ト

で
、
二

四
年

に
知

り

合

う

と
詩

人

と
彼

女

は
熱

烈

な

恋

に
落

ち

、
子

供

を

も

う

け

、
幾

多

の
波

乱

は
あ

る
も

の

の
生

涯

の
恋

人

で
あ

り

つ
づ

け

る
。

オ

ル
ガ

と

の
関

係

に

つ

い

て
書

く

こ

と

は

パ

ウ

ン
ド

の

伝

記

の
四

分

の

一
く

ら

い
を
書

く

こ
と

に
な

り

か

ね

な

い

の

で
割

愛

し
、

こ

こ

で

は

一

九

三

六

年

く

ら

い

か
ら

二

人

は

ヴ

ィ
ヴ

ァ

ル
デ

ィ

の
復

活

に
傾

注

し

は

じ

め

、

ト

リ

ノ

の
国

立

図

書

館

に
保

管

さ

れ

る

手

稿

を

調

査

し

、

シ

エ
ナ

の
ヴ

ィ
ヴ

ァ

ル
デ

ィ
研

究

所

設

立

に
尽
力

し

た

こ
と

を
指

摘

す

る

に

と

ど

め

よ

う
(3
)
。

ゲ

ア

ハ
ル
ト

・
ミ

ュ

ン

ヒ
は
ド

レ

ス
デ

ン
出

身

の

ピ

ア

ニ

ス
ト

で
編

曲

・
作

曲
家

で
あ

る
。
彼

は

一
九

三
〇

年

代

の
多

く

を

パ

ウ

ン
ド

の
住

む

ラ

バ

ッ

ロ
で
過

ご

し
、
オ

ル
ガ

と

と

も

に

パ
ウ

ン
ド

主

催

の

「
音

楽

の
夕

べ
」

で
演

奏

し

た
。
ヴ

ィ
ヴ

ァ

ル
デ

ィ

の
手
稿

は

ド

レ

ス
デ

ン

の
図
書

館

に
も

保

管

さ

れ

て

い
た

の
だ

が
、

ミ

ュ
ン

ヒ
は

そ

の

一
部

を

写

真

コ
ピ
ー

で

パ
ウ

ン
ド

に
送

っ
て
調

査

に
協

力

し

た

。

ま

た
、

「
詩

篇

七

五

」

の
ほ

と

ん

一82一



ど

は
彼

の
書

い
た
楽

譜

の
引

用

で
あ

る
。

一
六

世

紀

の

フ
ラ

ン

ス

の
作

曲
家

ク

レ

マ
ン

.

ジ

ャ

ヌ
カ

ン
の
合

唱
曲

「鳥

の
歌

」

を

一
六

世

紀

イ

タ

リ

ア

の
作

曲

家

フ
ラ

ン
チ

ェ

ス

コ

・
ダ

ニ
・・
ラ

ー

ノ
が

リ

ュ
ー

ト

用

に
編

曲

し

た
楽

譜

に
も

と

づ

き

、
ミ

ュ
ン

ヒ
が

オ

ル

ガ

の
ヴ

ァ
イ

オ

リ

ン
演
奏

の
た

め

に

ア

レ

ン
ジ

し

た

も

の
で

あ

る
。

音

楽

家

と

の
交

流

は

こ
れ

く

ら

い
に

し

て
、

今

度

は

パ

ウ

ン
ド

の
音

楽

に
関

す

る
著

述

に

つ

い

て
簡

単

に

見

て
お

こ
う

。

一
九

一
〇

年

、
彼

は

中

世

イ

タ

リ

ァ
詩

人

カ
ヴ

ァ

ル

カ

ン
テ

ィ

の
翻

訳

を

完

成

さ

せ

、
そ

の
序

文

に

お

い

て

「絶

対

リ
ズ

ム
」
な

る

考

え

を
披

露

し

て

い
る

。
難

解

な

こ
の
概

念

を
少

し

だ

け
紹

介

す

る

と
、
知

性

の
知

覚

は

単

語

に

、

情

緒

の
ヴ

ィ
ジ

ョ

ン
は

リ

ズ

ム

に
乗

り

、

二
重

の
ヴ

ィ
ジ

ョ

ン
が
刻

ま

れ

る

の

は
完

壁

な

リ

ズ

ム
と

完

壁

な

単

語

が

結

び

つ

い
た

と

き

に

の

み

で
あ

る
、

と

パ
ウ

ン
ド

は
述

べ

る
。
彼

に
よ

れ

ば

、
音

高

も
和

声

も

リ
ズ

ム

に

ほ

か
な

ら

ず

、
あ

ら

ゆ

る

傑
作

の
テ

ン
ポ

は
絶

対

な

の

で
あ

る
(4
)。

次

に
注

目

す

べ
き

は

一
九

二

年

一
二
月

か
ら

翌

年

二
月

に
か

け

て

『
新

時

代

』
に
連

載

し

た

「私

は

オ

シ
リ

ス

の
四
肢

を
集

め

る
」

で
あ

る

。
学

問

の
方

法

論

か
ら

説

き

起

こ

し

た

こ

の

エ

ッ
セ
イ

は
、
後
半

に

お

い

て
吟
遊

詩

人

ア

ル
ナ

ウ

ト

・
ダ

ニ

エ
ル

の
詩

と

音

楽

の
関

係
(旨P
O
↓N
¢
一
QoO
昌
)
を
詳

述

し
、

こ
れ
を

絶

賛

す

る
。

そ

し

て
上

述

の

「
絶

対

リ

ズ

ム
」

が

「
内

的

形

式

」

と

表

現

を

か
え

て
語

ら

れ

て

い

る
。

一
九

=

二
年

に

は

「
イ

マ
ジ

ス
ム

に
関

す

る
三

原

則

」
が

発

表

さ

れ

る
(5
)
。
そ

の

三
番

目

は

「
リ

ズ

ム

に

つ

い
て
」

と

題

さ

れ

て
、

「
メ

ト

ロ
ノ

ー

ム

の
進

行

で

は

な

く
、

音

楽

的

楽

句

で
創

作

す

る

こ
と
」
と

述

べ

て

い

る
。

こ

こ

に
も

「絶

対

リ
ズ

ム
」

の
追

求

が

ひ

そ
む

も

の
と
思

わ

れ

る
。

注

目

さ

れ

る

こ

と

は
少

な

い
が

、

一
九

一
七

年

か

ら

二

一
年

に

か

け

て
パ

ウ

ン
ド

は

ウ

ィ

リ

ア

ム

・
ア

ン
セ
リ

ン
グ

」
の

ペ

ン
ネ

ー

ム

で
約

六

〇

本

の
音

楽

時

評

を

書

い
て

い

る
。
ド

ビ

ュ

ッ
シ
ー

に
対

す

る

好

悪

半

ば

す

る

評

価

と

ピ

ア

ノ

に
対

す

る

反

感

、
高

く
評

価

す

る
歌

手

に
対

す

る
厳

し

い
評

言

が
特

徴

で
あ

る
。

パ

リ

に
移

っ
て
ア

ン
タ

イ

ル
と
知

り
合

う

と
、

「
ア

ン
タ

イ

ル
論

」

を

発
表

し

、

一
九

二

四
年

、

「
ハ
ー

モ

ニ
ー
論

」

と

い

っ
し

ょ

に
本

と

し

て
出

版

す

る

。
前

者

は

ア

ン
タ

イ

ル
を

渦
巻

き

派

の
音

楽

家

だ

と
認

定

し

、

印

象

派

の
ド

ビ

ュ
ッ

シ
ー

と

対

比

し

て
前

者

を
激

賞

す

る

論

で
あ

る
。

後

者

は
音

高

も

和

声

も

畢

寛

リ
ズ

ム

で

あ

る

と

す

る
上

述

の

考

え
を

、
こ
れ

ら

の
要
素

を

周
波

数

の
問
題

、
す

な

わ

ち

打

拍

と
間

隔

の
問

題

に

還

元

し

て
論

じ
、

音

楽

に

お
け

る
リ

ズ

ム

の
基

底

性

を

主

張

し

た
論

文

で
あ

る
。

一
九

二
九

年

に

は
詩

の

三
要

素

を

示

し

て
有

名

な

「
い
か

に
読

む

か
」
を

発

表

す

る
。

三

要
素

と

は

「
フ

ァ
ノ
ポ

エ
イ

ア
」
「
メ

ロ
ポ

エ
イ

ア
」
「
ロ
ゴ
ポ

エ
イ

ア
」

の
三

つ
で
あ

る

。

こ

の
う

ち
、

「
メ

ロ
ポ

エ
イ

ア
」

と

は
言

葉

の
連

な
り

の
う

え

に
充

電

さ

れ

る
音

楽

性

の

こ
と

で
あ

り
、
パ

ウ

ン
ド

は

こ
れ

が

「
意

味

の
方

向

な

い
し

動

向

を

き

め

る

」
と
喝

破

す

る

。

以
後

、

こ

の
三
要

素

は

「
い
か

に
書

く

か
」
、

『
読

書

の

諺
切
O
』

な

ど

さ

ま

ざ

ま

な

エ
ッ

セ
イ

に

反
復

さ

れ

る
(
6
>
。

「機

械

芸

術

」
も

ま

た
重

要

な
論

文

で
あ

る
。
ア

ン
タ

イ

ル

の
音

楽

を

念

頭

に

お

い
た

表

現

が

頻

出

す

る

が

、
そ

れ

と

と

も

に

「
グ

レ
ー

ト

・
ベ
ー

ス
」

な

る
考

え

を
初

め

て
公

表

し

た

論

文

で
あ

る

か

ら

だ

。
そ

れ

は

『
文

化

案

内

』

で

二
度

、
取

り

あ

げ

ら

れ

る
(,
)。

『
文

化

案

内

』
は
散

文

で
書

か

れ

た

『
詩

篇

』
と
も

い
う

べ
き
書

物

で
あ

り

、
「
詩

篇

」

ば

り

の
圧

縮

言

語

で
書

か

れ

、

『
詩

篇

』

同

様

に
百

科

全

書

的

な
知

識

と

歴
史

と
哲

学

を

観

念

図

法

的

に
開
陳

し

た

奇

怪

な

本

な

の

で
、

一
部

分

だ

け

を

取

り
出

す

の
は

誤

読

と

誤

解

の
危

険

を

お
か

す

こ
と

に
な

る

の
だ

が

、
そ

れ
を

あ

え

て
行

え

ば

、
こ

の
本

で
パ

ウ

ン
ド

は

「
グ

レ
ー

ト

・
ベ
ー

ス
」
に

つ

い
て
、
「
耳

に
よ

っ
て
合

成

さ

れ

て

『
聞

こ
え

る
』

も

っ
と

も
低

い
音

の
下

に
さ

ら

に

遅

い
振

動

が

あ

り

」
、

「
あ

ら

ゆ

る

音

楽

的

構

築

物

に

お

け

る

テ

ン
ポ

と

主

要

低

音

部

の
全

問

題

は

こ

の
周

波

数

帯

を

い
か

に
使

う

か

に

か

か

っ
て

い
る
」

と

宣

言

し

、

「
偉

大

な

作

曲

家

が

こ

の
基

底

を

無

視

す

る

な

ど

、

あ

り

そ

う

も

な

い

こ
と

だ

」

と
断

言

す

る

の

で
あ

る
(認

)
。

そ

し

て
天

逝

の
天

才

彫

刻

家

ゴ

ー

デ

ィ

エ

ーー
ブ

ル
ゼ

ス
カ
、

グ

レ
ー

ト

・
ベ
ー

ス
、

ラ

イ
プ

ニ

ッ
ツ
、
中

世
神

学
者

ス

コ
ト

ス

・

エ
リ

ウ

ゲ

ナ

に
関

す

る
断

片

的

記

述

が

観

念

図

法

を

形

成

し

て

い

る

と

い
う

の

で
あ

る

(刈
い
)
。
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以
上

、
特

に
重

要

な

エ

ッ
セ
イ

に
絞

っ
て
整

理

し

た

。
パ

ウ

ン
ド

は

こ

の
ほ

か

に

も

イ

タ

リ

ア

の
港

町

、
ラ

バ

ッ

ロ
に

お

い

て

お
び

た

だ

し

い
音

楽

時

評

を

書

い

て

い
る

が

、
煩

雑

に

な

る

の

で

と

り

あ
げ

な

い

で

お
く

。

最

後

に
詩

人

の
音

楽

活

動

に

つ
い

て
触

れ

る

こ
と

に

す

る

。
彼

は
作

曲

を

し

て

い
る

の
だ
(
8
)
。

パ

ウ

ン
ド

は

フ
ラ

ン

ソ
ワ

・
ヴ

ィ

ヨ

ン
の

『
大

遺

言

詩

集

』
を

も

と

に

一
幕

二
場

の
オ

ペ
ラ

《
遺

言

》
を

作

曲

し

て

い
る

。
当

初

は

あ

る

女

性
音

楽

家

の
助

力

を

得

て
お

こ
な

う

の
だ

が
(
二
〇

1

二

一
年
)
、
ア

ン
タ

イ

ル

の
全

面

協

力

で
新

ヴ

ァ
ー

ジ

ョ
ン
を

書

き

上
げ

る
(
二
三

年
)
。

こ
の

と
き

詩

人

は
ヴ

ィ

ヨ

ン
の
あ

ら

ゆ

る

音

節

の
長

さ

を

正

確

に
音

符

化

す

る

べ
く

、
作

曲

家

に
再

計

算

を

依
頼

し

た

の
だ
。
結

果
、
拍

子
記

号

は

ー
/

8

か
ら

25

/

32

に

お

よ
び

、
そ

れ
ら

が

頻

繁

に
交

代

す

る

の

で
、
ス
ト

ラ

ヴ

ィ

ン

ス
キ

ー

の

《
春

の

祭

典

》
を

凌

ぐ

複

雑

な

リ
ズ

ム

の
代

物

と

な

っ
た
(ζ
o
o
身

戸

一
ゆ
)
。
予

測

不

能

の
リ

ズ

ム

と

メ

ロ
デ

ィ

の
変

化

は
歌

手

に
多

大

の
負

担

を

か

け

、

一
時

は
舞

台

上

演

不

可

能

と

ま

で
言

わ

れ

、
完

全

版

の
初
演

は

よ

う

や

く

一
九

七

一
年

の
こ

と

で
あ

っ
た
。
舞

台

指

定

は

歌

手

に
動

か
な

い

こ
と

を

要

請

し

、

能

舞

台

を

思

わ

せ

る
(,
)
。

パ
ウ

ン
ド

は

《
遺

言

》
を

一
九

三

一
年

に

B

B
C

ラ
ジ

オ

放

送

の
求

め

に
応

じ

て
改

変

し

て

い
る
。
同

じ
デ

ィ

レ
ク

タ

ー

の
要
請

で
、
詩

人

は
三

三

年

に

か
け

て
三

幕

校

構

成

の

オ

ペ

ラ

《
カ
ヴ

ァ

ル
カ

ン
テ

ィ
》
を

作

曲

し

て

い
る

。
詞

の
大

部

分

は

カ
ヴ

ァ

ル
カ

ン
テ

イ

の
詩

か

ら

取

ら

れ

、

ト

ゥ

ル
バ

ド

ー

ル
詩

人

の
ひ

と

り

ソ

ル
デ

ロ
の
恋

愛

詩

二
編

と

パ
ウ

ン
ド

に

よ

る
対

話

部

分

か
ら

な

る
。

前

作

で

か

な

り

の
自

信

を

得

た

の
だ

ろ

う

、

パ

ウ

ン
ド

は
今

度

は

独

力

で
作

曲

し

た

。

た

だ

し
、
当

時

の

ラ
ジ

オ

放

送

機

器

と

一
般
家

庭

の
受

信

機

の
計

能

を
考

慮

し

て
、
楽

器

編

成

は
小

さ

め

で
あ

り
、
音

域

も

狭

い
範

囲

に
抑

え

込

ま

れ

て

い
る

。
メ

ロ
デ

ィ
も

リ

ズ

ム

も

前

作

の
前

衛

性

に
比

較

す

る

と

ず

い
ぶ

ん

と

穏

や

か

な

も

の
に

後

退

し

て

い

る

醤

い
い
)
。

パ

ウ

ン
ド

に
は

も

う

ひ
と

つ
、
未

完

成

の
オ

ペ
ラ

《
あ

㌧
、
ヘ
リ

コ
ン
山

に
》
が
あ

る
。

こ
れ

は

カ

ト

ゥ

ル

ス

の
カ

ル
ミ

ナ

六

一
番

と

サ

ッ
ポ

ー

の

ア

フ

ロ
ー
デ

イ
ー

テ
ー

召

喚

の
詩

文

か

ら

成

る
も

の

で
、

あ

る

パ
ウ

ン
ド

研

究

家

が

復

元

し

て

い
る

が
、

筆

者

は
未

見

・
未

聴

な

の
で
割

愛

す

る
。

加

え

て
、

オ

ル
ガ

・
ラ

ッ
ジ

の
協

力

を

得

て
、
三

三
年

か

ら

ラ

バ

ッ

ロ
で

は

じ

め

た
室

内

楽

の
定

期

コ

ン
サ

ー

ト

に
も

触

れ

て

お

こ
う

。

パ

ウ

ン
ド

が

二

四
年

に

ラ

バ

ッ

ロ
に

居

を
定

め

た

理
由

は
、

ひ
と

つ
に

は

『
詩

篇

』

の
創

作

に
集

中

す

る

た

め
都

会

の
喧

騒

を

離

れ

た

か

っ
た

か

ら

だ

が
、
も

う

一
つ
の
理

由

は

、
シ

ェ
ー

フ

ァ
ー

に

よ
れ

ば

、
小

さ

な

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

で

と

り

わ

け

音

楽

に
関

す

る
種

々

の
考

え

を

実

行

し

て
み

た

か

っ
た

か

ら
で
も
あ

っ
た
篶

節
ミ

ω圏
)。
彼
が
開
い
た
定
期

コ
ン
サ
ー
ト
は
慎
ま
し
や
か
な
規
模

で
お

こ
な

わ

れ

、
商

業

主

義

と

は
無

縁

の
、
正

確

な

音

楽

理
解

の
プ

ロ
グ

ラ

ム

が

用
意

さ

れ

た

。

た

と

え
ば

モ
ー

ツ

ア

ル

ト

の
ピ

ア

ノ

・
ソ
ナ

タ

を

正

確

に

理
解

す

る
た

め

に

は

「
同

一
の
演

奏

家

に

よ

る

」
多

く

の

モ
ー

ツ

ア

ル
ト
作

曲

の

ピ

ア

ノ

・
ソ

ナ

タ

を
連

続

し

て
聴

く

必

要

が

あ

る

と

パ

ウ

ン
ド

は

考

え

る

の
で

あ

る
(い
P
ω
)
。

そ

れ

は
楽

曲

に

よ

る

観

念

図

法

で
あ

り
、

コ
ン

サ
ー

ト

は

パ

ウ

ン
ド

に
よ

る
客

観

的

な
音

楽

実

験

室

な

の

で

あ

っ
た

。

彼

は

こ

の
よ

う

な

コ
ン
サ

ー

ト

を
第

二
次

大

戦

が

は

じ

ま

る

ま

で

つ
づ

け

た
。

以

上

、
パ

ウ

ン
ド

の
音

楽

に
関

係

し

た
交

友

、
著

述

、
作

曲

活

動

に

つ
い

て
駆

け

足

で

見

て
き

た

が

、
ア
ー

ノ

ル
ド

・
ド

ル
メ

ッ
チ

と

の
交

流

は

こ

の
よ

う

な

文

脈

の
な

か

に
あ

る

の

で
あ

る
。
音

楽

家

が
詩

人

に
与

え

た
影

響

に

つ

い

て
見

る
前

に
、
ド

ル
メ

ッ
チ

と

は

ど

の
よ

う

な

人

物

か

素

描

す

る

こ
と

に
す

る

。

2

.
ド

ル

メ

ッ
チ
と

彼

の
古

楽

復

興

ア

ー

ノ

ル
ド

・
ド

ル
メ

ッ
チ

は

一
八

五

八
年

、

フ
ラ

ン

ス
西

部

の
あ

る
街

に
オ

ル
ガ

ン
、

ピ

ア

ノ
な

ど

の
製

造

・
販

売

店

の
長

男

と

し

て
生

ま

れ

た
(-
o
)。
父

も

母

も

多

く

の
親

戚

も
楽

器

を

愛

し
良

く

弾

き

、
彼

の
周

り

は

い

つ
も
音

楽

が

あ

っ
た

そ
う

で
あ

る
。
自

身

も

四
歳

で
ピ

ア

ノ
と

ヴ

ァ
イ

オ

リ

ン
を

教

わ

り

、

ブ

リ

ユ
ッ

セ

ル

の
音

楽

学

院

で
ヴ

ァ
イ

オ

リ

ン
を

学

ぶ
。
伝

記

に
よ

れ

ば

、
彼

が
最

初

に
古

楽

に
惹

か
れ

た

の
は

一
八

七

九

年

一

二
月

の

「
歴

史

コ
ン
サ

ー

ト

」
で
あ

っ
た

。
し

か

し
何

か
が

違

っ
て

い

る
と

彼

は
感

じ
た
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と

い
・ス

9

日
菩

o
目
り
)
。

イ

ギ

リ

ス

の
王

立
音

楽

大

学

で
ヴ

ァ
イ

オ

リ

ン
、

和

声

学

、

対

位

法

、
作

曲

な

ど

を

学

び

、
通

称

「
ダ

リ

ッ
ジ

・
カ

レ

ッ
ジ
」

で
ヴ

ァ
イ

オ

リ

ン
の
非

常

勤

職

を

え

る
。
教

師

と

し

て
彼

は
大

変

有

能

で
、
多

く

の
初

級
者

か

ら

つ
ま
ず

き

を
取

り

除

き

、

学

園

の

「
黒

い
羊

」

か

ら

一
流

の
演

奏

者

の
才

能

を
引

き

出

し

た
。

偶

然

、
競

売

で
ヴ

ィ

オ

ラ

・
ダ

モ
ー

レ
を

手

に
入

れ

る

と
、
周

辺

に

そ

の
技

術

を

も

っ

た

職

人

が

い
な

か

っ
た

の

で
、

こ
れ

を
苦

労

し

て
自

力

で
演

奏

可

能

の
状

態

へ
と

復

元

し

た
。
と

こ
ろ

が

演

奏

の
た

め

の
音

楽

を

見

つ
け

る

の
は

も

っ
と

難

航

し

た
。
大

英

博

物

館

に
多

く

の
楽

曲

が
手

つ
か
ず

の
ま

ま

眠

っ
て

い
る

こ
と
を

発

見

す

る

と
、
ヴ

ィ
オ

ル
、

リ

ュ
ー

ト

な

ど

の
古

楽

器

の
収

集

、
修

理

、
復

元

に

の

め
り

こ
む

一
方

で
、
古

楽

の
楽

譜

手

稿

、
初

版

譜

、
音

楽

理

論

書

、
教

則
本

を

買

い
集

め

た

。

こ
れ
ら

の
研

究

を

通

じ

て
彼

は
古

楽

を

当

時

の
楽

器

を

使

っ
て
当

時

の
演

奏

法

で
演

奏

を

行

う

こ

と

に
傾

注

し

た

の

だ

っ
た

。

一
般

的

な

音

楽
愛

愛

好
者

の
あ

い
だ

で
は

、
音

楽

は

バ

ッ

ハ
か
ら

は

じ

ま

る

と

考

え

ら

れ

て

い

た
時

代

で
あ

る
。

同

じ

こ
ろ

、

王

立

音

楽

大

学

時

代

の
恩

師

か
ら

グ

レ

シ

ャ

ム
大

で

の
講

義

で
古

楽

の

実

演

を

依

頼

さ

れ

た

。
や

が

て

そ

れ

は
自

身

の
実

演

講

義

へ
と
発

展

し

た
。
小

さ

な

ス
タ

ジ

オ

を

借

り

て
お

こ
な

わ

れ

た
実

演

に
は

、

ロ

ン
ド

ン
中

の
進

歩

的

文

化

人

が
集

ま

っ

た

。

ド

ル
メ

ッ
チ

も

ま

た

、

「
ヴ

ェ
ル
ヴ

エ

ッ
ト

の

ス
ー

ツ
、

レ
ー

ス

の

ひ
だ
飾

り
、

靴

に

は
銀

の
バ

ッ
ク

ル
」

と

い

っ
た

服
装

で
、

「
ラ

フ

ァ

エ
ル
前

派

よ

り

も

ラ

フ

ァ

エ

ル
前

派

ら

し

い
」
出

で
立

ち

で
講

義

に
臨

ん

だ

と

い
う
(轟Q
9
ご
日℃
げ
O
目
轟
一
)
。
会

は

大
成

功

を
博

し
、

以
後

、
ド

ル
メ

ッ
チ

は
数

々

の
講

義

、
実

演

、
小

さ

な

会

場

で

の

コ
ン
サ

ー

ト

を

お

こ
な

っ
て
ゆ

く

。
ま

た
、
小

さ
な

サ

ロ

ン

・
コ

ン
サ
ー

ト

を

自

宅

で
開

催

し
、
多

く

の
文
化

人

た

ち

か

ら

熱

烈

な

賛

辞

を

も

ら

っ
た
。

ヴ

ァ
グ

ナ

ー

に
代

表

さ

れ

る

大

ホ
ー

ル
で

の
オ

ー

ケ

ス
ト

ラ

・
コ
ン
サ

ー

ト

が

一
般

化

し

、
熱

狂

的

に
支

持

さ
れ

る
時

代

に
あ

っ
て
、

ル

ネ

サ

ン

ス
、

バ

ロ

ッ
ク

の
知

ら

れ

ざ

る
小

品

を

親

密

な

空

間

で
披

露

す

る

形

式

は
彼

の

名

を

ロ

ン
ド

ン

の
音

楽

界

に
急

速

に
広

め

た

の
だ

っ
た

。

や

が

て
彼

の

コ

ン
サ
ー

ト

は

音

楽

雑

誌

や

一
般

紙

の
時

評

に

必
ず

と
り

あ
げ

ら

れ

る
よ

う

に

な

り

、

こ
う

し

て
彼

は

時
代

の
寵
児
と
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
の

一
つ
の
頂
点
が
九
五
年

の
英
国
王
立
科
学
研
究

所
で
の
講
演
で
あ
ろ
う
。
彼

の
講
演
と
演
奏
は

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
の
聴
衆
と
は
別
種

の
人

々

を

も

大

い
に

ひ

き

つ
け

た

と

い
う
(O
§

げ
o
目
。。
刈
)
。

こ
う

し
た

長

年

の
努

力

と

研

鐙

の
結

晶

と

も

い
う

べ

き

な

の
が
、
主
著

『
十

七

・
八
世

紀

の
演

奏

解

釈

』
(
一
九

一
五
)
で
あ

る

(
以

下

、

『
解

釈

』

と
略

す
)
。

こ
れ

は

タ

イ

ト

ル

通

り

一
七

、

一
八

世
紀

の
演

奏

家

が
楽

譜

を

ど

の

よ
う

に
解

釈

し

演

奏

し

て

い
た

か

、
ジ

ロ
ラ

モ

・
フ

レ

ス

コ
パ

ル
デ

ィ
、
ト

マ
ス

・
メ

ー

ス
、

フ
ラ

ン
ソ

ワ

・
ク

ー
プ

ラ

ン
と

い

っ
た

当

時

の
教

則

本

を
徹

底

的

に
調

べ
上

げ

て
解

説

し
た

本

で

あ

る
。

¢

甲

甲Writteza、
鞠

劉躍蝿.

○ 『解 釈 』p.57の 楽 譜

そ
の
結
果
、

ル
ネ
サ
ン
ス
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
演
奏
家
は
け

っ
し
て
楽

譜
ど
お
り
に
は
演
奏
し
て
い
な
い
が
、
あ
る
い
は
楽
譜
は
演
奏
ど
お

り
に
は
書
か
れ
て
は
い
な
い
が
、
楽
譜
と
演
奏
の
あ
い
だ
に
は

一
定

の
解
釈
の
コ
ー
ド
と
も

い
う
べ
き
も

の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
詳

述
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
倍
全
音
符
、
全
音
符
、
二
分
音
符
な

ど
は
現
代
で
は
長
音
符
だ
が
、
古

い
時
代
に
は

「や
や
短

い
、
あ
る
い

は
非
常
に
短
い
音
符
」
を
表
わ
し
て
い
た
(N
刈)。
ま
た
、
詳
細
な
議
論

は
省
く
が
、
上
図

の
楽
譜
の
率

葺
窪

と
書
か
れ
た
二
小
節
は
古
楽
に

お
い
て
は
コ
超
&

と
書
か
れ
た
小
節
の
よ
う
に
演
奏
さ
れ
て
い
た
と

論
ず
る
の
だ
(い刈)
。
こ
う
し
て
ド
ル
メ
ッ
チ
は
古
楽
に
特
有

の
楽
器
の

復
元
の
み
な
ら
ず
、
失
わ
れ
た
演
奏
法
を
も
復
元
し
よ
う
と
試
み
た

の
だ

っ
た
。

で
は
、
彼

の
演
奏
は
ど
う
だ

っ
た
ろ
う
か
。
伝
記
に
よ
れ
ば
、
テ
ク

ニ
ッ
ク

の
点
で
ド

ル
メ
ッ
チ
は
け

っ
し
て
す
ぐ
れ
た
リ

ュ
ー
ト
奏
者

で
は

な

か

っ
た

そ

う

で
あ

る

。
し

か

し
彼

の
奏

で

る

「
音

」
は

素

晴

ら

し

か

っ
た
。
彼

が

楽

器

に
触

れ

れ

ば

、
聴

く

人

の
心

に

し

み

る
音

を

奏

で
た

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
あ

る

一

流

の
リ

ュ
ー

ト
奏

者

は
、

い
ま

だ

に
自

分

に

は

ド

ル
メ

ッ
チ

が

無

造

作

に

つ
ま

弾

く

美

し

い
音

を

出

す

こ
と

が

で
き

な

い

で

い
る

と

認

め

た

そ

う

で

あ

る
(9

ヨ
菩

o
目
い
ひ
)
。

一85一



こ

の

よ
う

に
書

い

て
く

る
と

彼

の
活

動

は

順

風

満

帆

で
あ

っ
た

か

の
よ

う

に
感

じ

る

か

も

し

れ

な

い
が

、
ま

っ
た
く

そ

ん
な

こ
と

は
な

か

っ
た

。
彼

の

ス
タ

イ

ル
は

一
般

の
聴

衆

か

ら

も

多

く

の
批

評
家

か

ら

も

ロ

マ

ン
派

的

な

大

仰

を

静

か

に
否

定

す

る
新

鮮

な

音

楽

と

し

て
受

け

入

れ

ら

れ

、
支

持

さ
れ

た

。
し

か

し

ド

ル
メ

ッ
チ

は

厳
密

な
意

味

で
音

楽

学

の
訓

練

を

受

け

て
は

い
な

か

っ
た

の
で
、

学

界

か

ら

は
学

者

と

し

て

の
素

養

に

か

け

る

と

み

な

さ

れ

た

。
だ

か
ら

、
た

と
え

ば

、

一
九

〇

四
年

、
音

楽

家

振

興
会

が
主

催

し

て

楽

器

大

展

覧

会

を

開

催

し

た

。
そ
れ

は
五

〇

〇

余

の
楽

器

、
四

四

八

冊

の
稀

襯

本

そ

の
他

が

展

示

さ

れ

、
毎

日
講

演

が

行

わ

れ

る
と

い
う

一
大

イ

ヴ

ェ

ン
ト

で
あ

り

、
プ

ロ
グ

ラ

ム

に
は

会

の
主

要

な

メ

ン
バ

ー

の
全

員

の
名

前

が
掲

載

さ

れ

た

が

、

た

だ

ひ
と

り

ド

ル

メ

ッ
チ

の
名

前

だ

け

が

な

か

っ
た

の
で

あ

る
(9

還

げ
o
=
一
旨

-い
ω
)
。

こ
う

し

た

こ
と

に
は

彼

の
生

来

の
気

む
ず

か

し

い
性

格

も

災

い
し

た

の

か
も

し

れ

な

い
。
た

と

え
ば

彼

に

は

エ

レ
ー

ヌ

と

い
う

天

才

的

演

奏

家

の
娘

が

お
り

、
ド

ル
メ

ッ
チ

は

彼

女

を

溺

愛

し

て

い
た

の
だ

が

、

あ

る
時

の
ケ

ン
カ

を

き

っ
か

け

に
し

て
娘

を

す

ぺ

て

の
演

奏

会

か

ら

外

し

て
し

ま

い
、

一
九

二

四
年

、
彼

女

の
死

の
間

際

ま

で
和
解

す

る

こ
と

は
な

か

っ
た

。
最
愛

の
娘

で

も

こ
う

で
あ

る

か
ら

、
か

れ

は

他

人

の
批

判

や

助

言

に

は
、

た

と

え

そ

れ

が

さ

さ

い
な

も

の

で
も
憤

慨

し
、
激

怒

し
た

。
そ

う

い
う

例

は
伝

記

の
あ

ち

こ
ち

に
記

さ

れ

て

い
る

。

こ
う

し

て
常

に
不

満

と

苛

立

ち

を
抱

え

て

い
た

ド

ル

メ

ッ
チ

に
、

あ

る
と

き

ア

メ

リ

カ

の
あ

る

ピ

ア

ノ
制

作

会

社

か
ら

破

格

の
待

遇

で
迎

え

る
と

い
う

オ

フ

ァ
ー

が

あ

っ
た
。

新

設

す

る
古

楽

器
製

造

部

門

の
陣

頭

指

揮

を

と

り

な

が

ら

自

由

に
演

奏

旅

行

を

し

て

よ

い
と

い
う

の

で
あ

る

。
ド

ル

メ

ッ
チ

は

こ
れ

に

飛

び

つ
き

、
ア

メ
リ

カ

に
渡

る
。
ボ

ス
ト

ン
に
居

を

構

え

ア
メ

リ

カ
中

を
演

奏

旅

行

し

て
回

り

、
生

活

は

夢

の
よ

う

で
あ

っ
た

。
ア

メ

リ

カ

で
も

名

声

は
高

ま

り

、

一
九

〇

八
年

一
二
月

に

は

ホ

ワ
イ

ト

ハ
ウ

ス

に
招

か

れ

、

シ
オ

ド

ア

・
ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト

大

統

領

夫

妻

の
前

で

ハ
ー

プ

シ

コ
ー

ド

の
演

奏

を

実

現

し

て

い

る
(
ミ
い
)
。

し

か

し
、

や

が

て
会

社

が
古

楽

器

部

門

を

閉

鎖

す

る

と

い

い
は

じ

め

る
と

、
パ

リ

近
郊

に
、
そ

し

て
大

戦

の
迫

る

大

陸

を
離

れ

て

ロ

ン
ド

ン
に

も

ど

る

の

で
あ

っ
た

。

イ

ギ

リ

ス
に

も

ど

る

と

ロ

ン
ド

ン
郊

外

の

へ
ー

ズ

ル

ミ

ア

に

工
房

を

開

き

、

古

楽

器

の
製

造

の
か

た

わ

ら
年

に

一
回

の
音

楽

祭

を
自

宅

で
開

い
た
。
音

楽

家

、
学

者

、
楽

器

職

工

、
演

奏

家

な

ど

が
ド

ル
メ

ッ
チ
詣

で
を

お

こ
な

っ
た

。
こ
う

し

た
晩

年

の
演

奏

の

一
部

は

録
音

さ

れ

、

ユ
ー

・
チ

ュ
ー
ブ

で
聴

く

こ
と

が

で

き

る
(
1
1
)。

ド

ル
メ

ッ
チ

に
は

、
先

述

の

エ
レ

ー

ヌ

の

ほ

か

に

四
人

の
子

供

が

い
た

が

、
そ

れ
ぞ

れ

に
音

楽

の
道

に
進

ん

だ

。
ナ

タ

リ

ー

と

セ

シ

ル

は
と

も

に
ヴ

ィ

オ

ル
奏

者

に
な

っ
た

。
ル

ド

ル

フ
は

も

っ
と

も

才

能

に
恵

ま

れ

た

が
、
第

二
次

大

戦

で
戦

死

し

た

。
カ

ー

ル
は

リ

コ

ー

ダ

ー

奏

者

と

な

り

、
父

親

の
死

後

、
家

業

を

継

い
だ

。
リ

コ
ー

ダ

ー

制

作

・
販
売

は

ド

ル
メ

ッ
チ

家

の
も

っ
と

も
商

業

的

に
成

功

し

た
分

野

で

あ

る
。

し

か

し

彼

の
も

っ
と

も
偉

大

な
功

績

は
、
先

述

し
た

こ
と

だ

が

、
古

楽

の
演

奏

法

を

過

去

の
文
献

に
さ

か

の
ぼ

っ
て
探

求

し
、
そ

の
復

活

を

試

み
、
実

際

に
演

奏

し

て

見

せ

た

こ

と

で
あ

る

。
初

期

の
賛

美

者

た

ち

は

皆

、
そ

の
点

に
惹

か

れ

た

の
で
あ

る
。
な

か

で
も
筆

頭

に

挙
げ

る

べ
き

は

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
モ
リ

ス
だ

ろ

う

。
彼

が
音

楽

愛

好

者

で
は

な

い

こ
と

は

有

名

だ

っ
た

の

で
、

モ
リ

ス
が

ド

ル
メ

ッ
チ

の
自

宅

コ

ン
サ

ー

ト

に

や

っ
て
き

た

と

き

に

は

皆

、
驚

い

た
。
そ

し

て
ド

ル
メ

ッ
チ

の
奏

で
る
音

楽

が

い
ま

ま

で
経

験

し

た

こ
と

の
な

い
感

情

を

喚

起

す

る

こ
と

に

モ

リ

ス
自

身

が
驚

い
た

と

い
う

。

彼

は

ド

ル

メ

ッ
チ

の
古

楽

復

興

の
試

み

に
自

己

の
芸

術

運

動

と

パ

ラ

レ

ル
な

も

の
を

見

出

し

た

こ
と

は
大

い
に

あ

り

う

る

こ
と

で

あ

っ
た
(O
督

σ
o
目
$

)
。
美

術

工
芸

運

動

が

目

指

し

た

の
は

、
工

業
資
本
主
義

の
大
量
生
産
体
制
が
破
壊
し
た
、
熟
練
工
の
小
さ
な
集
団
が
洗
練
さ
れ
た

工
芸
品
を
作
り
出
す
ギ
ル
ド
的
社
会
で
あ

っ
た
。
ド
ル
メ

ッ
チ

の
古
楽
復
活
の
精
神
に

同
類
を
見
出
し
た

モ
リ
ス
は
美
術
工
芸
展
示
協
会

の
展
覧
会
の
た
め
に
彼
を
説
得
し
て

ハ
ー
プ

シ
コ
ー
ド
を
制
作
さ
せ
た
。

ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派

の
大
物

エ
ド
ワ
ー
ド

・
バ
ー
ン
ーー
ジ

ョ
ー
ン
ズ
や
世
紀
末
き

っ
て

の
批
評
家
ア
ー
サ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
も
ド
ル
メ
ッ
チ
の
フ
ァ
ン
で
あ

っ
た
。
モ
リ
ス
を
自
宅

コ
ン
サ
ー
ト
に
誘

っ
た
の
は
前
者
だ
し
、
後
者
は
ド
ル
メ

ッ
チ
に
捧
げ
る
詩
を
書

い
て
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さ

え

い

る
。
劇

作

家

と

し

て
有

名

な

バ

ー

ナ
ー

ド

・
シ

ョ
ー

は
音

楽
時

評

を
多

数

書

い

て

い

る
が

、

か
れ

も

ま

た
ド

ル
メ

ッ
チ

へ
の
賛

辞

を
惜

し

ま

な

か

っ
た

。

W

・
B

・
イ

ェ

イ

ツ

は
自

分

の
詩

を

女

優

フ

ロ
ー

レ

ン

ス

・
フ

ァ
ー

が
朗

諦

す

る

に
際

し
、
伴
奏

用

に
プ

サ

ル

テ

リ

ウ

ム

を

彼

か
ら

購

入

し

た

。

こ
れ

が

ド

ル
メ

ッ
チ

に

よ

っ
て
作

成

さ

れ

た
近

代

プ

サ

ル

テ
リ

ウ

ム
第

一
号

で
あ

っ
た
(9

日
讐

¢
　
一ω
。。
)
。

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

の

バ

ル
ザ

ッ
ク

こ
と

、
ジ

ョ
ー
ジ

・
ム

ア

も
ま

た
彼

の
自

宅

コ
ン

サ
ー

ト

に
足

繁

く

通

っ
た
文

人

の

ひ

と
り

で
あ

る
が

、
彼

の
小

説

『
イ

ー
ヴ

リ

ン

・
イ

ン
ネ

ス
』

は
音

楽

家

の
仕

事

、

家

、

制

作

・
復

元

し

た
楽

器

な

ど

を

基

に

し
た

作

品

で

あ

る
(刈
O
)
。

ウ

ォ

ル
タ

i

・
ク

レ
イ

ン
や

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
ロ
ー

セ

ン

ス
タ

イ

ン
と

い

っ
た
画

家

た
ち

も

彼

の
支

持

者

で

あ

っ
た
。

モ
ダ

ン

・
バ

レ

エ
の
創

始

者

と

し

て
名

高

い
イ

サ

ド

ラ

・
ダ

ン

カ

ン
も

ロ
イ

・
フ
ラ

ー

も

ド

ル
メ

ッ
チ

の
伴

奏

で
踊

っ
て

い
る

。
ジ

ェ
イ

ム
ズ

・
ジ

ョ
イ

ス
も

ま

た

リ

ュ
ー

ト

の
購

入

を

打

診

し

た

が
、

ド

ル
メ

ッ
チ

は
彼

に

つ

い

て
ほ

と

ん

ど

何

も
知

ら
ず

、
相

手

の
無

知

を

諭

す

よ

う

な

返

信

を

書

い

て
断

っ
て

い

る
。
に

も

か

か

わ

ら
ず

ジ

ョ
イ

ス
は

『
ユ
リ

シ
ー

ズ

』
に

二
度

、

ス
テ

ィ
ー

ヴ

ン
が

ド

ル
メ

ッ
チ

か

ら

リ

ユ

ー

ト

を
購

入

す

る

エ
ピ

ソ
ー

ド

を

織

り

込

ん

で

い
る
(
1
2
)。

そ

の
ほ

か
ド

ル
メ

ッ
チ

を

支

持

し

た
霧

し

い
数

の
文

化

人

に
関

す

る
言

及

が

伝

記

に

は

見

ら

れ

る

の
だ

が

、
エ
ズ

ラ

・
パ

ウ

ン
ド

に
関

す

る

そ

れ

は

ま

っ
た

く

出

て

こ
な

い
。

も

し

か

す

る

と
伝

記

作

者

は

フ

ァ
シ

ス
ト

で
反

ユ
ダ

ヤ
主

義

者

と

の
交

友

を

つ
づ

る

こ

と

は

ド

ル

メ

ッ
チ

の
不
名

誉

と

考

え

た

の
か

も

し

れ

な

い
。

あ

る

い

は
子

供

た

ち

の
要

請

を

受

け

入

れ

た
結

果

な

の

か
も

し

れ

な

い
。

次

に
わ

れ

わ

れ

は

パ

ウ

ン
ド

と
ド

ル
メ

ッ
チ

の
交

流

に

つ

い

て
ふ

れ

、

後

者

が
前

者

に

与

え

た

影

響

に

つ

い

て
見

る

こ

と

に

す

る
。

3
.

パ

ウ

ン
ド

と

ド

ル

メ

ッ

チ

パ
ウ

ン
ド

の
ど

の
伝

記

も
、

ド

ル
メ

ッ
チ

に

つ

い

て
何

ほ

ど

に

か

言

及

は

す

る

の
だ

が

、
残

念

な

こ
と

に

、
パ

ウ

ン
ド

と
ド

ル
メ

ッ
チ

が

ど

れ

く

ら

い
頻

繁

に
会

っ
た

の

か
語

っ
て
く

れ

な

い

し
、
ど

れ

く

ら

い

の
手

紙

を
交

換

し

た

の
か
も

教

え

て

は
く

れ

な

い
。
し

か

し

パ

ウ

ン
ド

に

よ

る

と
、

彼

は

一
九

〇

〇

年

く

ら

い
か

ら

ド

ル
メ

ッ
チ

に
関

心

を

も

っ
て

い
た
。
だ

が

彼

の

い

る
と

こ
ろ

に
音

楽

家

は

お

ら
ず

、
詩

人

の

い
な

い
と

こ
ろ

に

彼

は

い

て
、

な

か

な

か
会

う

こ
と
が

で
き

な

か

っ
た
箱

飾
」ミ

ω
刈
)
。

パ
ウ

ン
ド

が

よ

う

や

く

ド

ル
メ

ッ
チ

と
会

え

た

の
は
、

彼

が

ア

メ

リ

カ

か

ら

ロ

ン
ド

ン
郊

外

に
戻

っ
て
き

た

の
ち

の

こ
と

で
あ

っ
た
。

一
九

一
四
年

の
秋

、
彼

は
友

人

の
写

真

家

に
連

れ

ら

れ

て

へ
ー

ズ

ル
ミ

ア

の
ド

ル
メ

ッ
チ
邸

を

訪

れ

て

い

る
。

詩

人

は

結

婚

の

お
祝

い

に

イ

ェ
イ

ツ
か

ら

贈

ら

れ

た

お
金

で
音

楽

家

に
ク

ラ
ヴ

ィ

コ
ー
ド

の

レ
プ

リ

カ

を

注

文

し

た

が

、

ド

ル
メ

ッ
チ

は
オ

リ

ジ

ナ

ル
を

パ
ウ

ン
ド

に
贈

っ
た

。
(
彼

は

こ

の
件

を
ジ

ョ
イ

ス

へ
の
手

紙

で
話

題

に

し

て

い

る
(ミ

轟
ひ
)
。

ド

ル
メ

ッ
チ

の
伝

記

は

イ

ェ
イ

ツ

の
話

を

聞

き

つ
け
た

か
ら

か
も

し
れ

な

い
と

推

測

す

る

が
(0
9
遍

げ
色

一い
。。
)
、

後
者

が

リ

ュ
ー

ト

購

入

を

思

い

つ

い
た

の
は

、

イ

ェ
イ

ツ

で

は

な

く

パ

ウ

ン
ド

に
刺

激

を

受

け

て

の

こ
と

だ

っ
た

か

も

し

れ

な

い
。
)

パ
ウ

ン
ド

は

こ

の
古

楽

器

を

い
た

く

大

切

に

し
、

ゴ

ー

チ

エ
ーー
ブ

ル
ゼ

ス
カ
制

作

の
頭

部

と
同

様

、

ラ

バ

ッ

ロ

の
自

宅

に
、

戦

後

は

ブ

ル
ネ

ン
ブ

ル
グ
城

ま

で
運

ん

だ
。

一
九

五

九

年

に
は

、
彼

は
ド

ル
メ

ッ
チ

の
息

子

に
張

り

替

え

用

の
弦

を

注

文

し

て

い
る
(
-
3
)。

パ

ウ

ン
ド

は

ま

た

、
知

り

合

っ
た

ば

か

り

の
T

・
S

・
エ
リ

オ

ッ
ト

に
ド

ル
メ

ッ
チ
を

紹

介

し

た

。
二

人

と

も
最

近

ま

で
ボ

ス
ト

ン
に
住

ん

で

い
た

か

ら

か

も

し

れ

な

い
。
エ
リ

オ

ッ
ト

は
ド

ル
メ

ッ
チ

邸

で

の

ひ

と
時

を
楽

し

く

過

ご

し

た

よ
う

で
、

子

供

た

ち

の
ダ

ン

ス
に
時

間

を

忘

れ

、

「
ま

た

彼

ら

に
会

い
た

い
も

の

で
す

」

と

パ

ウ

ン
ド

に
感

謝

の
手

紙

を

出

し

て

い

る
(1
4
)
。

パ

ウ

ン
ド

も

ま

た

ド

ル
メ

ッ
チ
家

で
同

じ

よ

う

な

も

て

な

し

を
受

け

た

よ

う

で

あ

る
。

こ
れ

か

ら
述

べ

る

エ

ッ
セ

イ

に

ド

ル
メ

ッ
チ

家

の
人

た

ち

が
古

楽

に
合

わ

せ

て
踊

る
様

子
が

言

及

さ
れ

て

い
る
。

パ

ウ

ン
ド

は

一
九

一
五
年

か

ら

一
七

年

に

か

け

て
四

つ

の
ド

ル

メ

ッ
チ
論

を

発

表

し

て

い
る
。
彼

に

つ
い

て
考

え

、
語

る

こ
と

が
当

時

の
詩

人

と

っ
て

い
か

に
大

切

で
あ

っ
た
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か

よ

く

わ

か

る
。
四

つ
の

エ
ッ

セ
イ

の
う

ち

、
最

初

の

一
編

と

ほ

か

の
三

つ
と

は
書

か
れ

た

時

期

も
性

格

も

ま

っ
た

く
異

な

っ
て

い
る
。
前

者

は

一
九

一
四

年

の
秋

に
書

か

れ
、
翌

年

の

一
月

に

発
表

さ

れ

た

が
、
残

り

の
三

編

は

そ

の

二
年

半

後

、

一
七

年

春

に
書

か
れ

夏

に

発

表

さ

れ

て

い
る
。

前

者

は

ド

ル

メ

ッ
チ
家

訪

問

を
契

機

と

し

て
書

か

れ
、

後

者

は

『解

釈

』

の
重

要

性

を

力

説

し

、
詩

と

音

楽

の
関

係

を

語

る

こ
と

に
主

眼

が

あ

る

。
前

者

は

見

え

な

い
世

界

を
扱

い
、
後

者

は

そ

れ

を
外

化

す

る
技

術

に

つ

い
て
語

る
。
ま
ず

、
後

者

か

ら

見

て
み

よ

う
。

パ

ウ

ン
ド

が
何

よ

り

も
強

調

す

る

の
は
、

「考

古

学
」

の
創

造

性

で

あ

る
。

詩

人

は

ロ

ン
ド

ン
に
着

く

早

々

、
ト

ゥ

ル

バ
ド

ー

ル

の
詩

美

を

喧

伝

し

、
カ
ヴ

ァ

ル
カ

ン
テ

ィ

の
翻

訳

を

お

こ
な

っ
た

が

、
そ
れ

は

パ
ウ

ン
ド

の
生

涯

を

染

め

あ
げ

る

、
歴

史

が
忘

却

し

た
も

の
を

復

権

す

る
試

み

の
出

発

点

で
あ

っ
た
。

こ

の
あ

と

パ

ウ

ン
ド

は
プ

ロ

ペ

ル

テ

ィ
ウ

ス

の
自

由

訳

を

発
表

し
、

ス

コ
ト

ス

・
エ
リ

ウ

ゲ

ナ

の
重

要

性

を

語

り

、
ア

ン
ブ

ロ
シ

ウ

ス
を

顕

揚

し
、

ア

メ

リ

カ

独

立

戦

争

に

お

け

る

ジ

ェ
フ

ァ
ー

ス

ン

の
、

さ

ら

に

は
ジ

ョ

ン

・
ア
ダ

ム
ズ

の
隠

れ

た

活

躍

を

詩

篇

に
書

き

つ
け

る

。
古

生

物

学

者

ル
イ

・
ア

ガ

シ

ー

を

語

り

、
テ

ィ

ア

ナ

の

ア
ポ

ロ

ニ
ウ

ス
を

英

雄

視

す

る

。

い

っ
ぼ

う

、
ド

ル
メ

ッ
チ

は
古

楽

の
演

奏

に

ふ

さ

わ

し

い
当

時

の
楽

器

を
研

究

し
復

元

し

よ

う

と

奮

闘

し

、
古

楽

の
楽

譜

と

当

時

の
演

奏

法

を

写
譜

や
手

稿

、
古

い
教

則

本

を

も

と

に
復

興

し

よ

う

と

し

た

。
ア

ッ
シ

ュ
ー

ル
バ

ニ
パ

ル
王

の

ラ
イ

オ

ン
狩

り

の
浮

彫

を

掘

り

出

す

ほ

う

が

王

立

芸

術

院

で
彫

刻

を

作

る

よ

り

も

価
値

が

あ

る

と
切

り
出

し
、

「
現

代

作

曲

家

で
ド

ル
メ

ッ
チ

ほ

ど

今
日
の
音
楽
に
多
く
を
も
た
ら
し
た
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
」
と
語
る
と
き
霜

飾
ミ
ま
)、

詩
人
は
彼
の
な
か
に

一
級
の
創
造
行
為
を
発
見
し
、
自
己
と
同
質
の
ζ
鋳
o
皆
Z
Φ≦

の
精

神
を
見
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
パ
ウ
ン
ド
は
現
代

の
楽
譜
と
比
べ
る
と
古
楽
の
そ
れ
は
簡
素
で
あ
り
、
演
奏

の

細
部
は
慣
習
と
奏
者
の
創
造
性
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
、
古
楽
は
そ
の
簡
素

さ
の
お
か
げ

で
音
楽
の
構
造
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
現
在
の

音
楽
は
細
部
に
拘
泥
す
る
あ
ま
り
、
楽
曲
の

「主

形
式
」
が
曇
ら
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る

と
嘆
く
の
だ
(ミ
)。

そ
し
て

「時
代
の
汚
染
」
を
ま
ぬ
か
れ
て
い
る
天
才
は
、
得
て
し
て
田
舎
根
性
丸
出
し

の
頑
迷
固
随
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
芸
術
に
対
す
る
超
絶
的
感
受
性
を
有
し

て
い
る
と
暗
に
ド

ル
メ
ッ
チ
の
性
格
と
人
格
を
擁
護
す
る
(轟
・。)。

ド
ル
メ

ッ
チ
か
ら
詩
人
が
引
き
出
し
た
も
う

一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
詩
と
音
楽
の
関

係
を
問

い
直
す
契
機
に
あ
る
。
パ
ウ
ン
ド
は

『解
釈
』
を
自
由
詩

の
問
題
に
結
び

つ
け
て

論
ず
る
の
だ
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「詩
は
音
楽
に
合
わ
せ
た
言
葉

の
作
曲

で
あ
る
」
。
こ
こ
に

い
う

「音
楽
」
と
は
詩
に
つ
け
ら
れ
た
伴
奏
も
も
ち
ろ
ん
指
す
が
、
詩
人
の
頭
の
中
に
鳴

る
音
楽
も
含
ま
れ
る
。
だ
か
ら
、
「音
楽
を
、
少
な
く
と
も
心

の
な
か
の
音
楽
を
あ
ま
り

に
遠
く
に
置
き
去
り
に
す
る
と
、
詩
は
し
お
れ
て
し
ま
い

『干
か
ら
び
る
』」
。
し
た
が

っ

て
「音
楽
を
研
究
し
よ
う
と
し
な
い
詩
人
は
不
完
全
で
あ
る
」
と
パ
ウ
ン
ド
は
い
う
(斜
D
)。

そ
し
て
現
代

の
詩
は
音
楽
を
失

っ
て
し
ま
い
、
「栄
養
失
調
」
に
陥

っ
て
い
る
と
判
定
す

る
(
同
右
)
。
そ
こ
で
自
由
詩
主
導
派
に
は
音
楽
を
研
究
す
る
こ
と
を
勧
め
、
反
対
派
に
は

ド
ル
メ
ッ
チ
の

『解
釈
』
を
研
究
す
る
よ
う
助
言
す
る
。
『解
釈
』
に
は
音
楽
に
特
有

の

事
項
も
あ
る
が
、
芸
術

一
般
に
応
用
可
能
か
事
柄
も
多
く
、
そ
し
て
詩
に
直
接
関
係
が
あ

る
も
の
も
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

パ
ウ
ン
ド
が

『解
釈
』
か
ら
読
み
取
る
の
は
、
詩
の
リ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
る
。
リ
ズ
ム

に
大
切
な
の
は
打
拍

の
量
と
質
で
は
な
く
、
無
論
そ
れ
も
大
事
だ
が
、
も

っ
と
大
切
な
の

　
　
　

　
　

　
ど
　

　
　

は

運
動

、

抑

揚

で
あ

る
。

そ

れ

は
打

拍

に
付

加

さ

れ

る

べ
き
息

/

霊

で
あ

り
、
魂

で
あ

る

。

パ
ウ

ン
ド

は

こ

の
よ

う

な

一
節

を

『
解

釈

』

か

ら

引

い

て
(1
5
)、

リ
ズ

ム

と

は
規

則

的

な
打

拍

を
超

え

た

も

の

で
あ

る

と
指

摘

す

る
(章

)
。
そ

し

て
詩

人

は
主

張

す

る
、
音

楽

は

詩
も
ま
た
同
じ
-

正
確
に

一
定

の
時
間
を
刻
む
熟
練
を
経
た
の
ち
に
、
そ

の
規

則

性

を

破

る

と

こ
ろ

に
生

ま

れ

る

と
。

こ

の

「
自

由

と
整

序

」
、
「
混
沌

と
機

械

性

」

の
関

係

の
う

ち

に
音

楽

の

(
そ

し

て
詩

の
)

構

造

は

あ
り

、

「
主

形

式

」

が

あ

る

。

こ
れ

が

パ

ウ

ン
ド

に
よ

る

ド

ル
メ

ッ
チ
読

解

と

そ

の
敷

術

で
あ

る
。

以

上

は

パ

ウ

ン
ド

が

ド

ル

メ

ッ
チ

か

ら

に
触

発

さ

れ

た

詩

と
音

楽

の
、

い
わ

ば

外

形
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に
関

す

る
議

論

で
あ

る

。
こ
れ

に
対

し
、

一
九

一
五
年

一
月

に

発
表

し

た

ド

ル
メ

ッ
チ
論

は

彼

の
音

楽

に

じ

か

に
接

し

た

時

の
衝

撃

と

そ

の
咀

囑

が

述

べ

ら

れ

て

い

る
。

次

に

こ

の
論

文

を

み

て
お

こ
う

。

こ
の
論
は
冒
頭
か
ら

「私
は
牧
神
を
見
た
」
箱

襲

ωい)
と
い
う
鮮
烈
な

一
文
で
は
じ

ま
り
、
ド

ル
メ
ッ
チ
の
リ

コ
ー
ダ
ー
を
聴

い
た
体
験
を
神
話

の
発
生
と
結
び

つ
け
て
語

り
は
じ
め
る
。
パ
ウ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
神
話
は
見
神
的
体
験
を
し
た
者
が
そ
の
体
験
を
そ

の
ま
ま
語

っ
て
も
理
解
さ
れ
な

い
と
悟

っ
た
と
き

に
生
ま
れ
た
と
い
う
。
そ
の
い
っ
ぼ

う
で
、
卑
し
い
連
中
が
こ
の
よ
う
な
体
験
を
権
力
に
お
も
ね
る
た
め
の
宣
伝
と
し
て
、
社

会
道
徳
に
順
応
さ
せ
る
た
め
の
ウ
ソ
と
し
て
語
る
と
き
、
そ
れ
は
寓
話
に
堕
し
て
し
ま

い
、
神
々
は
人
々
の
庭
を
歩
か
な
く
な

っ
た
の
だ
と
嘆
く
。
そ
し
て
ド
ル
メ
ッ
チ
の
音
楽

が
詩
人
に
も
た
ら
し
た

の
は
こ
の
神
話
発
生
の
起
源
と
し
て
の
見
神
体
験

で
あ

っ
た
と

述
べ
る
の
だ
。
こ
れ
を
彼
は

「真
実
の
時
代
に

一
瞬
に
し
て
投
げ
込
ま
れ
る
」
(ω
ひ圏ω
曵)
と

表
現
し
て
い
る
。

パ
ウ

ン
ド
は
何
度
か
こ
の
驚
く
べ
き
体
験
に
立
ち
返
り
な
が
ら
、
次
第
に
冷
静
に
分

析
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
体
験
を
も
た
ら
し
た
要
因
を
古
楽
器

の
奏

で
る
音
と
音
楽

の

明
朗
さ
と
正
確
さ
に
あ
る
と
論
ず
る
。
粒
だ

っ
た
音
の
響
き
と
音
楽
は
つ
ね
に
指
先
に

宿
る
。
こ
れ
は
中
断
で
は
な
く
集
中
で
あ
る
、
と
。

り　

　

　

　

　

こ
　

　

　

　

　

　

詩
人
は
ド
ル
ネ

ッ
チ
の
古
楽
を
「
様

式

音

楽

」
と
呼
び
、
印
象
主
義
的

「情
緒
的
」

音
楽
と
対
比
し
て
語
る
。
後
者
は
ロ
マ
ン
主
義
以
来

の
傾
向
で
あ
り
、
聴
衆
に
受
動
性
を

植
え

つ
け
、
聴
衆
は
集
中
を
好
ま
な
く
な
り
、
音
楽

の
劇
場
化
を
推
し
進
め
た
。
一
言
で

い
え
ば
音
楽
の

「近
似
」
に
す
ぎ
な
い
。
い
っ
ぼ
う
、
前
者
は

「様
式
の
神
秘
」、
「様
式

づ

　
　
　
　
　

の
渦

巻

き

」
と

と

も

に
は

じ

ま

る
真

の
音

楽

で
あ

る
(ω
。。
)
。
こ

の
よ
う

に
述

べ

る

パ
ウ

ン

ド

は

明

ら

か

に
ド

ル

メ

ッ
チ

を
ヴ

ォ
ー

テ

ィ

シ
ズ

ム
運

動

の
な

か

に
位

置

づ

け

よ

う

と

し

て

い
る
。
機

関

誌

『
爆

破

』
は

一
四
年

七

月

と

一
五
年

七

月

に
発

行

さ

れ

た
。
ド

ル
メ

ッ
チ

の
音

楽

と
出

会

っ
た

の
は
運

動

の
さ

な

か

で
あ

っ
た

。

さ

ら

に
彼

は
ド

ル
メ

ッ
チ

の
功

績

と

し

て
舞

曲

の
正

確

な

テ

ン
ポ

を

追

求

し

た

こ

と

挙

げ

て

こ
れ

を

称

賛

す

る
。
彼

に

よ

れ
ば

、
舞

曲

は
現

在

解

釈

さ

れ

て

い
る

テ

ン
ポ

の

二

倍

の
速

さ

で
演

奏

さ

れ

る

べ
き

な

の
だ

と

い
う
(、
6
)
。
そ

し

て

パ
ウ

ン
ド

は

ド

ル
メ

ッ
チ

家

の
人

々

が

一
六

世

紀

の
ダ

ン

ス
を

踊

る

の
を

見

た

と

語

り

、
ダ

ン

ス

の
本

質

、
音

楽

の

　
　
　

り

　

　
　　

本

質

を

語

る
。

そ
れ

は

「
お

芝

居

性

」

と

対

極

に
あ

る

「
ダ

ン

ス

の
た

め

の
ダ

ン

ス
」
、

「音

楽

の
た

め

の
音

楽

」
、
「
聴

衆

が

い
な

く

と

も

つ
づ

く
ダ

ン

ス
」
で
あ

り

音

楽

で
あ

る
。

受

動

的

な
聴

衆

に
向

け

て

「
印

象

」
を

作

り

出

す

の

で
は

な

く
(轟
O
)
、
詩

人

の
含

意

を

く

　
　
　
　
　
　
　
　

み
取

っ
て
敷
衛
す
れ
ば
、
演
者

の
内
面
に
見
神
体
験
に
匹
敵
す
る

変

容

を
も
た

ら
す

「渦
巻
き
」
の
出
現
な
の
で
あ
る
。

パ
ウ
ン
ド
は
ド
ル
メ
ッ
チ
体
験
を

こ
の
よ
う
に
秘
教
的
に
語
る
の
だ
が
、
彼
は
な
ぜ

そ
の
二
年
半
後
に
ふ
た
た
び
ド
ル
メ
ッ
チ
を
と
り
あ
げ
、
三
度
に
わ
た
り

『解
釈
』
の
重

要
性
を
語

っ
た
の
だ
ろ
う
。
ド

ル
メ
ッ
チ
の
本
は

一
五
年
の
七
月
に
出
版
さ
れ
る
と
ほ

ど
な
く
絶
版
に
な

っ
た
ま
ま
で
あ

っ
た
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
論
を
閉
じ

る
こ
と
に
す
る
。

詩
人
が
ふ
た
た
び
ド

ル
メ
ッ
チ
を
と
り
あ
げ
た
の
は

一
七
年

の
夏
の
こ
と
で
あ
る
が
、

ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
パ
ウ

ン
ド
は

「三
つ
の
詩
篇
」
と
題
し
て
、

い
わ
ゆ
る

「原
闘
詩
篇
」

を
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
詩
は
長
年

の
夢
で
あ
る
現
代
の
叙
事
詩

の
構
想
が
十
分

固
ま
ら
な
い
こ
と
そ
れ
自
身
を
テ
ー

マ
に
し
た
習
作
的
作
品
な
の
だ
が
、
ブ
ラ
ウ

ニ
ン

グ
の

「
ソ
ル
デ

ロ
」
に
言
及

・
引
用
し
な
が
ら
そ
れ
に
対
抗
で
き
る

「新
し
い
革
袋
」
を

求
め
る
詩
行
と
、

ス
ペ
イ
ン
の
あ
る
村
で
の
祝
祭

の
体
験
や
ガ
ル
ダ
湖
畔

の
シ
ル
ミ
オ

ー
ネ
の
地
1

そ
こ
は
ラ
テ
ン
語
詩
人
カ
ト
ゥ
ル
ス
の
生
地
で
あ
る
ー

で
の
神
秘
体

験

な

ど

を

う

た

っ
た

詩

行

、

そ

し

て

そ

れ

ら

の
体

験

に
触

発

さ

れ

た
詩

行

が

多

く

を
占

め

る
。

た

と

え

ば

こ
ん

な

一
節

で
あ

る

。

そ
し
て
こ
こ
で
は
日
の
光
が

ふ
る
え
る
水
面
で
煙
め
い
て
い
る

そ
し
て
雨
は

繊
細
な
足
取
り
で
や

っ
て
く
る

ガ

ル
ダ
島
か
ら
歩
い
て
く
る

一89一



　

け
　

　
　

　
　

　
り　

　
げ
ゑ
　
　

臼
.の
光

が
雨

と
降

る

ア

ル

ノ

ル

ト
が

手

の
込

ん

だ

歌

で
う

た

っ
た

よ

う

に

ま

さ

し
く

光

が

雨

と

な

り

炎

の
跳

ね

か

し

が

「
リ
デ

ィ

ア
」
、
の
さ
ざ

波

か

ら

は

じ

け

飛

ぶ
い
「
湖

の
さ
ざ

波

」

と

カ

ト

ゥ

ラ

ス
は

い

つ
だ

「
リ
デ

ィ

ア

の
」

そ

し

て

こ
の
場
所

は
霊

魂

で
満

ち

て

い

る
。

　

　

　

　

死

者

の
霊

で

は
な

く

、

暗

く

影

の
あ

る
亡

霊

で
は

な

く

、

い
に

し

え

の
生

者

た

ち

、

木

肌

の
よ
.う

に
白

く

内

樹

皮

の
よ
う

に
な

め
ら

か

で

硬

質

の
顔

つ
き

を

し

た

す

べ

て

が

さ
ま

ざ

ま

な

色

に
輝

い

て

い
や

、

輝

い

て
と

い
う

の
は

違

う

だ

が
湖

の
よ
う

な

色

合

い

で

オ
リ

ー

ブ

の
葉

の
よ

う

な

色

を

し

て

の　

　

よ　

ほ
　

　

緑

の
眼
を
し
た

ヒ
ナ
ゲ
シ
の
よ
う
な
衣
を
ま
と
い

金
色
の
朧
当
て
を
し

中
空
を
か
ろ
や
か
に

あ
れ
は
エ
ト
ル
リ
ア
の
神
々
か
?

　

り　

り

　

　

そ

よ
風

は

固

い
日

の
光

、

臼

を
浴

び
た

角
P
ω
O
歯
ω
一
)

こ
ヶ

し

た
詩

行

の
数

々

の
あ

い
ま

に

パ

ウ

ン
ド

は
次

の

二
行

を

書

き

つ
け

て

い

る
。

ド

ル
メ
ッ
チ
は
音
楽

の
魔
力
で
我
ら
の
時
代
を
築
く
だ
ろ
う

　

　

ほ　

　

　

　
　
　
り　
こ
　
　
　

ガ

ン
バ

・
ダ

・
ヴ

ィ

オ

ル
、

中

世

小

太

鼓

、

太

鼓

萄

8

い
)

こ

こ
に

い
う

「
音

楽

の
魔

力

」
と

は

、

一
四
年

秋

の
ド

ル
メ

ッ
チ
体

験

を
指

す

の
だ

ろ

う
。

こ

の
想

起

は

『
解

釈

』
の
重

要

性

を

あ

ら

た

め

て

パ

ウ

ン
ド

に
思

い
起

こ
さ

せ
た

の

で

は

な

い
か
。
た

と

え

ぼ

先

に
述

べ
だ

リ

ズ

ム

に
関

す

る
箇

所

で
あ

る
。
リ
ズ

ム

と

は
規

則

的

　

　
ど
り

　
　

な
打
拍
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
打
拍
に
付
加
さ
れ
る
べ
き
息
/
霊

で
あ
り
、
魂
で
あ
る

と

い
う

指

摘

で
あ

る
。
先

ほ

ど
筆

者

は

こ
れ

を

も

詩

と
音

楽

に

つ

い
て

の

「
外

形

に
関

す

る
議

論

」
と

い

っ
た

が
、
そ

れ

は

誤

り

だ

っ
だ

と

い
.う

べ
き

だ

ろ

う
。

こ

こ

に

は
秘

教

的

ド

ル
メ

ッ
チ

体

験

に

じ

ゅ
う

ぶ

ん

呼

応

す

る
詩

と

音

楽

の
本

質

が

述

べ
ら

れ

て

い
る

。
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Q
、象

団
侮
ぱ
O
冨

H≦
輿
σq
9
円
9

聞
一〇。げ
9

9Ω
目
自

因
O
げ
Oは

国
g
αq
冨

。。
・
o。
0
8

巳

国
<
o
巳
口
σq
㌧
巨

b

O
O
。。
』

§

蕊

恥

と

略

記

。

-ー
●
卜
駄討
、亀
蓮

穿

物
§

駄

陣

ミ

、
O
ミ
嵩
亀
・
団
色
8
血

き

自
芝
皆
げ
き

言
q
O
曾

〇
一δ
昌

げ
《
日

QQ
・
国
=
O
酔●

蜀
9

9

き

q
聞
9

β

一
り
冒

』

肉

と

略

記

。

ー
」
さ

O浮
き
Q
延
、、
O
ミ
翫
O
き
Q、
ミ
ご
、き
題

、
§

Q
卜
O
陰

§

O
ミ
隠

、
&

駄評
Q
旨
ぬ
、登
ミ

寄
亀
鳶
.
団
α
錠
ロ
ユ

≦
芽

き

ぎ
前
。
α
⊆
9
δ
ロ
ξ

ζ

母
冨

い
昌

9。
〉
匪

N
N
8

ρ

U
爵

o
d
担

6

0
ひ
・
ミ

と

略

記

。

ー
」
、
Q
鳶
O
器
亀
頸

§

鴨
象

O
、紺
、
、
O
Q
ミ
吻
&

陣

、匙
℃
O
ミ
嵩
鉢

〉

目0
≦
。。
0α
O
a
戯
O
昌
b
同
O
貯
O
O傷
げ
図
い
〇
四

Ud
器

。
匡
2

き

α
〉
・
壽

ぎ

昌
い
坤
N
・Z

o≦

U
冨

。
酔δ
口
。・
藁

り
O
O
・

、

と

略

記

。

ー
-●

、
O
ミ
嵩
§

ら
賢

§

帖
ト
ミ
尉
鳶

駄

陣

、
亀
℃
O
ミ
謡
亀
8

旨

ミ
亀

§

6
魯

ミ
計
隷
、
O
ミ
鳶
織
、吻
(¥
計
鳶
織
、

(-
v
以
下

、

パ
ウ

ン
ド

に
関

す
る
伝

記
的

事
実

は

O
ゆむ
①巨
β

ζ
。
。
身

の
第

一
巻

と
第

二
巻
、

≦
葭

o巨

の
二
冊

の
伝
記

、
O
些
q
℃

の
書
誌

に
も
と

つ
く
。

(2
)
た

と
え
ば

、

「芸

術

の
な

か
を
走

る
偉

大

な
宇
宙

的
流

れ
」

を
大

文
字

の
リ
ズ

ム
と
呼

び

、

こ
れ
を

計
測

さ

れ
る

以
前

の
法
則

と

し

て
論

じ

る
と

こ
ろ
な

ど

で
あ

る
。

47

頁

を
参

照

。

穿

吻
§

貸
ミ
翫
」
、
、甘
隷
喚
貸
ひ
O
ミ
、
電

6
蝉

団
a
8
畠

き

傷

≦
一夢

㊤

OO
目
B
O口
$
曼

げ
図

聞
O
鐸
O
o。一

因
8

α
・
2
0≦

】)
一お
。
仲一〇
匿

"
一
〇
ひ
刈
・ミ

と

略

記

。

-ー
・
浄

隷
ミ
偽
駄
℃
δ
向
恥
N
℃
O
℃
屯
℃
a

・
国
臼
8
自
き

q
≦
#
げ
Ω。5

ぎ
q
O
山
9
0
試
O
昌
げ
図
ぐ
く
=
眠
き

O
O
O
犀
o。O
P

聞
呂

2

き

q
寄

げ
β

一
旨

ω
・
鴇

と

略

記

。

-1
.
辱

亀
ミ
ミ
亀
職
O
嵩
吻
●
団
亀
8
血
9口
α
芝
坤
げ
9ロ
厳
茸
O
含

O
臨
O
口
げ
団
國
自
αq
『
]【
O
昌
口
⑦
B
Z
O
≦

】)
耽
O
O自
O
昌
o。導

一
〇
ひ
ω
.

ぎ

げ
O
昌
O
b
O
自
δ
o。し
)
¢
§
6
#
Φ
o。
悶

き

α
ω
8
℃
げ
0
昌
9
>
」
舘
B
o。
り
O
F

§

Q
陣

、
亀
℃
O
ミ
謎
駄
穿

曼

亀
O

も

鴨ミ
鋒

9

8

昌
芝
o
o
ρ

P
O
O
い
・
罠

と

略

記

。

≦

一げ
。
一β

q
・9

§

Q
」
ミ
偽
ミ

§

肉
8

青

駄

陣

ミ

、
o
§

鉢

O
薗円
一き

P

一
〇
。。
い
・

『

と

略

記

。

ー

津

ミ

ぎ

§

ミ

乱

§

§

ミ
§

栽
、
ミ

湧

寄
亀
鳶
こ

と

。。
丸
途

噺
・勺
①匿

のく
ぎ

巳
9
の
§

・
d
担

6

8

.

寺
西
肇

『古
楽
再
入
門
」
春
秋
社

二
〇

一
五
年
。

サ
ル
デ

ッ
リ
、
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
・
マ
リ
ア

『失
わ
れ
た
手
稿
譜
l
ー
ヴ
ィ
ヴ

ァ
ル
デ

ィ

を
め
ぐ
る
物
語
』
関
口
英
子

・
栗
原
俊
秀
訳

東
京
創
元
社

二
〇

一
八
年
。

壽
げ
情
報

げ
喜

o。
一薯

関
O
仁
ε
げ
0
・O
O
巨

≦
讐
O
げ
勺く
11
固

)
O
<
蓉

Ud
>
自

げ
菩

⑳
　＼ぎ

関
O
`
ゴ
」げ
9
0
0
野

9
0
げ
勺く
u
≦
B
-O
『
ぐ
唄

ρ
bJ
巳
図

最
終
視
聴
㎜
年
9
月
3
日
。

同
上
。

(,
)
た
だ

し
、

最
近
翻

訳

さ
れ

た

『失

わ

れ
た
手

稿
譜

』

に
は
、

ジ

ェ
ン
テ
ィ

ー

レ
教
授

に

よ
る
ヴ

ィ
ヴ

ァ
ル
デ

ィ
復

興

の
仕
事

を

パ
ウ

ン
ド

と
オ

ル
ガ

の

二
人

が

フ

ァ
シ

ス
ト
政

府

の

力

を
借

り

て
強

引

に
横
取

り
す

る

さ
ま
が

活
写

さ

れ

て
い
る
。
第

一
二
章

を
参

照
。

(4
)
↓
N
ω
山
斜

・

(5
)
正
確

に
言

う
と
、

論
文

の
署

名
者

は

国

。Q
』
一巨

だ

が
、
内
容

は
パ
ウ

ン
ド

の
賛
同

を

え
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た
も

の
で
あ
り

、

こ

こ
に
彼

の
音

楽
論

の
ひ
と

つ
と

し

て
列

挙

し

て
も
差

し
支

え
な

い
と
考

え

る
。

(6
)鵠

p
罵

8
§

。。
ご

o
o
鼠

切
魯

招

お

(7
)
ミ

鵠

。。
ω
"
霞

9

刈
b

宝

p
。

(8
)
以
下

の
作
曲

に
関
す

る
記
述

は
注

1

で
触

れ
た
伝

記

に
加
え

て
、
卜
冒

恥
、
卜
§

$

い
、

題

○

に
よ

る
。

(9
)
卜
§

恥
P
ミ

●

(-
o
)
ド

ル
メ

ッ
チ

の
伝
記

的
事

実

は
O
曽
ヨ
菩

亀

、
自
器
貯
巴

に
も
と

つ

く
。
割

注

の
数

字

は

す

べ
て
英

語

版

の
頁

へ
の
言

及

で
あ

る
。

(ー
)暮

.・ミ
ー

馨

慧

§

亀
藁

・げ
勺く
曲

・象

。。
自

最
終
視
聴

㎜

年

9

月
3

日

。

げ
喜

。。　＼妻

・団
o
`
喜

ρ
8

§

、≦
g
。
巳

コ

目
も
げ
甫

ρ
bd
目
団

同

右

。

(1
2
)

15

挿

話

、

い
O
。。
-
O
O

お

よ

び

16

挿

話

、

一
ま

O
-
α
ひ
。

(1
3
)
0
9
壱
o
口
8
同
P
い
刈

お

よ

び

賠

襲

と

。

(1
4
)
団
ぎ

↓
O
ω

お

よ

び

O
蜀
≦
8
a

N
圏

。

(1
5
)

た

だ

し

、

こ

の

一
節

は

ド

ル
メ

ッ
チ

の

文

章

で

は

な

く

、

ク

ー

ペ

ラ

ン

か

ら

の
引

用

で

あ

る

。

20

頁

を

参

照

。

(1
6
v
亀

ミ

ω
P

ド

ル
メ

ッ
チ
か

ら
聞

い
た

口
頭

の
説

明
だ

と
思
わ

れ

る
が
、

『
解
釈

』

に
は

そ

の
よ

う

に
書

い
た
箇
所

は
見

当

た
ら

な

い
。

44

-

45

頁

に

「
舞
曲

は
当

初

は
早
く

て
活

気

に
満

ち

て

い
た

が
年

を
経

る

に
し
た

が

っ
て
、
緩

や

か

で
感

傷
的

に
な

る
」

と

い
う

一
般

的

傾
向

に

つ
い
て

の
記
述

が

あ
り
、

つ
づ
け

て
ガ

リ

ア

ル
ド

な
ど

さ
ま
ざ

ま
な
舞

曲

の
テ

ン

ポ

に

つ
い
て
、
古

文
献

か
ら

引
用

し

て
若

干

の
考
察

を

加
え

て

い
る
。
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